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開
成
町
長　

府
川　

裕
一
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問　自治活動応援課
☎84-0315

問　環境防災課　☎84-0314
協働の
まちづくり
協働の
まちづくり

目指せ　日本一きれいな町！

見直そう、猫の飼養マナー協働の役割分担　
　「協働のまちづくり」を進めるためには、
　自助・共助・公助のバランスが大切です。
　様々な地域課題に対応するには、自治会だけ
でなく、個人や各種団体、行政がそれぞれの役
割分担を考え、互いに協力し行動することが必
要です。
　地域社会は、自分でできることは自分で行い
（自助）、また地域住民で助け合い（共助）、
地域でできないことは行政が行う（公助）とい
う役割分担で成り立っています。今後、さらに
充実した地域社会にしていくためには、自助・
共助・公助の役割分担を明確にし、協働を進め
ていく必要があります。
　8月31日㈰の町防災訓練では、各地区の自主
防災会で様々な訓練が実施され、自助・共助・
公助の役割分担を確認することができ、地域防
災力の向上が
図られました。

下島自治会
自主防災会による訓練
バケツリレーの実施

　最近、屋外で猫を見かけることが多くなりま
した。猫によるふん尿の被害が懸念されます。
　また、交通事故に遭う猫が後を絶ちません。
外で飼う場合は、事故などの際に速やかに連絡
がとれるように、首輪や迷子札を付けて飼い主
を明らかにしましょう。
　猫を感染症から守るためには、室内環境を整
え、屋内で飼うことをおすすめします。

飼養マナーをもう一度確認して、
気持ち良くペットとの生活を楽しみましょう。
①餌は自分の敷地内で決められた時間に与える
②置き餌をしない
③ふんや食べ残しは清掃する
④周りの方の理解を得る

　

町
は
、
県
内
の
町
村
で
最
初
に
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
を
開
設
し

ま
し
た
。
身
近
で
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
が
発
信
さ
れ
て
い
る
た
め
、
大
変
好

評
を
得
て
い
ま
す
。

　

角
川
書
店
の
「
横
浜
ウ
ォ
ー
カ
ー
」
9
月
号
に
町
の
情
報
が
掲
載
さ
れ
ま

し
た
。
ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
こ
の
月
刊
誌
は
、
お
す
す

め
の
イ
ベ
ン
ト
や
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
、
お
出
か
け
す
る
際
に
と
て
も
役
立
つ
情

報
が
満
載
の
都
市
情
報
雑
誌
で
す
。

　

今
回
は
「
市
長
は
街
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
で
、
9
月
13

日
㈯
に
開
催
さ
れ
た
「
第
27
回
開
成
阿
波
お
ど
り
」
を
紹
介
し
ま
し
た
。
阿

波
お
ど
り
の
衣
装
で
着
付
け
を
し
て
、
男
踊
り
で
ポ
ー
ズ
を
決
め
ま
し
た
。

撮
影
の
際
は
、
町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
あ
じ
さ
い
ち
ゃ
ん
」
と

「
し
い
が
し
く
ん
」
も
応
援
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
媒
体
を
使
っ
て
町
の
元
気
を
積
極
的
に
発
信
し

て
い
ま
す
。
来
年
2
月
1
日
に
町
制
施
行
60
周
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る

今
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。

　

一
人
一
人
が
町
の

セ
ー
ル
ス
マ
ン
と
し

て
、
町
を
も
っ
と
も

っ
と
好
き
に
な
り
、

周
り
に
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ

し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
さ
ら
に
元
気
な

町
に
な
り
ま
す
。
ご

協
力
お
願
い
し
ま
す
。
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平
成
26
年
８
月
末
時
点
で
、

要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
方
は
、
町
内
で
５
２
０

人
を
超
え
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、

75
歳
以
上
の
方
は
、
約
４
人
に

１
人
が
要
支
援
・
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平

成
25
年
度
に
、
新
た
に
介
護
が

必
要
と
な
っ
た
方
の
原
因
は
、

第
１
位
脳
血
管
疾
患
（
18
㌫
）
、

第
２
位
認
知
症
（
15
㌫
）
、
第

３
位
骨
折
・
転
倒
（
13
㌫
）
で

し
た
。

筋
力
の
低
下
は

        

生
活
の
質
の
低
下
へ

　

加
齢
に
伴
い
、
足
腰
の
機
能

は
衰
え
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
、

運
動
を
し
な
い
生
活
を
送
っ
て

い
る
と
、
筋
力
は
ど
ん
ど
ん
低

下
し
、
骨
折
や
転
倒
の
危
険
が

高
ま
り
、
介
護
が
必
要
な
状
態

に
な
る
と
、
日
常
生
活
に
も
支

障
が
出
て
き
ま
す
。

下
半
身
の
筋
力
を
高
め

骨
折
・
転
倒
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

　

立
つ
、
座
る
、
歩
く
な
ど
の

基
本
的
な
日
常
生
活
の
活
動
に

は
、
下
半
身
の
筋
力
が
特
に
大

切
で
す
。
下
半
身
の
筋
肉
を
意

識
的
に
鍛
え
る
体
操
や
運
動
を

毎
日
の
習
慣
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
入
院
し
た
と
き
は
、
医
療
費
の

ほ
か
に
食
事
代
等
の
負
担
が
あ
り

ま
す
。
病
院
の
種
類
と
所
得
区
分

に
よ
っ
て
、
費
用
が
異
な
り
ま
す
。

一
般
の
病
院

　

食
事
療
養
標
準
負
担
額
を
負
担

し
ま
す
。

療
養
病
床

（
主
に
慢
性
期
の
疾
患
を
扱
う
病
床
）

　

食
事
代
と
居
住
費
（
生
活
療
養

標
準
負
担
額
）
を
負
担
し
ま
す
。

知
っ
て
い
ま
す
か
？

医
療
保
険
の
し
く
み

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

問　

保
険
健
康
課　

☎
84
－
０
３
２
４

今月は後期高齢者
医療制度の入院時
の食事代について
です。

問　保険健康課　☎84-0320

介護予防に
取り組もう

食事療養標準負担額

生活療養標準負担額

深呼吸をするペースで、5～6回繰り返します。
1日3回を目安に行いましょう。スクワットができないときは、椅
子に腰かけ、机に手をついて立ち座りの動作でも効果があります。
動作中は息を止めないようにします。

①肩幅より少し広めに足を広げ
　て立ちます。つま先は30度く
　らい開きます。

②膝がつま先より前に出ないように、
　また膝が足の人差し指の方向に向
　くように注意して、お尻を後ろに
　引くように身体をしずめます。
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介
護
予
防
の
教
室

　

町
で
は
、
足
腰
の
衰
え
が
気

に
な
っ
て
い
る
方
を
対
象
に
、

運
動
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

最
近
、
何
度
も
転
び
そ
う
に
な

り
不
安
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
は

保
険
健
康
課
ま
で
。

下肢筋力をつける「スクワット」

つま先は
30度開く  

膝が出ない
ように注意 

30度

所得区分
自己負担
割合

１食の
食費

現役並み所得者 ３割
260円

一般 １割

区分Ⅱ
（低所得者Ⅱ）

90日（※1）までの
入院

１割 210円

過去12か月の間に
91日以上の入院 １割 160円

区分Ⅰ（低所得者Ⅰ） １割 100円
※1 当該月を含めた過去12か月の入院日数です。

所得区分
自己負担
割合

１食の
食費

１日の
居住費

現役並み所得者 ３割 460円
（420円※２）

320円
一般 １割

区分Ⅱ（低所得者Ⅱ） １割 210円

区分Ⅰ（低所得者Ⅰ） １割 130円

老齢福祉年金受給者 １割 100円 0円
※2 入院時生活療養費Ⅱを算定する病院に入院している場合

　町では、飼い猫に対する
不妊・去勢手術費用の一部
を先着順で助成しています。
希望される方は、手術前に
申請してください。詳しく
は、環境防災課へ。

　

町
民
税
非
課
税
世
帯
の
被
保
険
者

は
、
所
得
区
分
が
、区
分
Ⅰ
、区
分

Ⅱ
に
な
り
ま
す
。こ
れ
ら
に
該
当
す

る
方
は
、限
度
額
適
用・標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
の
交
付
申
請
を
す

る
と
、減
額
認
定
証
が
交
付
さ
れ

ま
す
。そ
の
証
を
医
療
機
関
の
窓
口

で
被
保
険
者
証
と
と
も
に
提
示
す

る
と
、食
事
代
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

横浜ウォーカー９月号


